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研究成果の概要（和文）： 

１８世紀初期の新陰流と一刀流の元来の形稽古の仕様を各々の古文献に基づいて解明し、こ

れら流派の思想を明らかにした。１８世紀後半には、防具を着け竹刀で打ち合う撃剣と言われ

る新たな剣術のやり方が、一刀流の一派に導入された。撃剣はすぐに普及したので、伝統的な

流派剣術は影が薄くなった。他方、流派剣術では、独立心と死の覚悟が武士にとっての第一義

とされていたが、この精神的な見方が、日本の武道文化の根本的な教えとなり、実戦的な技術

よりも人間教育が第一義と考えられているのである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We have logically clarified the original training forms of fencing-patterns in 
Shinkage-ryu and Itto-ryu through studies on old documents of these schools, and also 
confirmed their philosophy in the early 18th  century. In the second half of this 
century, a new fencing style, so-called Gekken using bamboo-swords and protectors, 
was adapted in a branch of Itto-ryu. This fencing style was immediately so popularized 
that the existence of traditional Kenjutsu schools was put in its shade. On the other 
hand, in the traditional Kenjutsu schools, the spirits of the independence and the 
readiness for death were considered as the first importance for Samurai. This spiritual 
enlightment became the basic doctrine of Budo culture of Japan that considers human 
education as primarily important rather than practical martial technics. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本の武道文化の独自性を明らかにする
ためには、流派が展開した近世武術のあり様
から考える必要がある。近世が始まる直前に
は倭寇が剣術で以って中国沿岸部を襲った
こともあったので、中国では対抗する武術が
工夫されていた。中国武術との比較すれば、
日本の近世武術の特性が明らかになると思
われる。そこで 2003 年度から所属大学の研
究所で、「東アジアにおける武術の交流と展
開」をテーマとしたプロジェクト研究を立ち
上げた。日本・中国・朝鮮の近世社会の構造
や武術の位置づけの相違を踏まえて、日本の
近世武術の性格を際立てることにした。その
研究結果、日本の近世武術では特に流派剣術
が主導的であること、二人で行う形稽古を通
じて実戦武術よりも精神性を強調すること
が日本独特のものであること、初期には将軍
家兵法師範となる新陰流を中心に理論化が
なされ、諸文献が残されているので社会への
定着過程も明確に示せること、後期には竹刀
で打ち合う撃剣が下級武士や郷士などから
広まるが、一刀流の中西派が撃剣を導入して
から本格的に普及し、19 世紀には北辰一刀流
が展開して、近代剣道の母胎になることなど
が明確になった。 
そこで日本の武道文化の成立基盤を問題す
るために、まず新陰流に即して流派剣術の性
格を明確に捉えるとともに、撃剣の導入とと
もに、流派剣術がどのように変容したのかを
一刀流に即して考察することにした。2008
年度から「日本の武道文化の成立基盤―新陰
流と一刀流剣術の研究を通じて」とする本研
究を開始することにした。 
 
２．研究の目的 

本研究は、日本の武道の特性を、その成立
基盤となった近世の流派武術に遡って根本
的に解明することを目的としている。16 世紀
後半から 17 世紀前半にかけ、形（かた）を
中心とする技術伝承の教育システムを持っ
た流派が形成・定着する中で、多くの伝書や
理論書が作成されて、単なる武術に止まらな
い武道と呼ばれる独自な文化が形成されて
きた。流派では形の術技伝承が根本であり、
伝書もそれを前提として作られているので、
形の術技を解明・分析することが重要である。  
本研究では、流派武術でも特に主導的な役割
を果たした新陰流と一刀流剣術に即して、伝
承されている術技を 18 世紀初頭までの諸文
献で検証して元来の形の術技を解明し、また
17 世紀半ばの『五輪書』も合わせて実戦剣術
から形による流派剣術へと飛躍する原理を
解明したい。18 世紀後半、防具を着け竹刀で

打ち合う撃剣が一刀流の中西派に導入され
てから、19 世紀に本格的に普及し、北辰一刀
流が近代剣道の母胎となることになるが、で
は一刀流剣術では、形の術技はどうであった
のか、伝承術技と１８世紀初頭までの諸文献
を合わせて元来の形の術技を解明するとと
もに、中西派や北辰一刀流が撃剣を導入・展
開することによって生じた変容と、明治初頭
に一刀正伝を称した山岡鉄舟までの展開を
見ながら、近代剣道への影響を問題にする。
以上の新陰流と一刀流剣術を中心とした研
究を通じて、日本の武道文化の成立基盤を明
らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）新陰流・一刀流などの調査と資料収集 
流派剣術の形成過程とその実態を明らか

にするために、関係地に調査に行って、出来
るだけ多くの研究資料を収集する。 
（２）流派形成と社会への定着の過程の研究 
 流派の形成と社会への定着過程を、陰流、
新陰流、一刀流、二天一流などの研究から明
確にする。 
（３）新陰流・一刀流の形の元来のやり方の
推定・復元 
 流派の形の術技に関して、その仕様を叙述
した資料を時代順に並べて文節ごとに比較
検討して、伝承の仕様を参考にしながら、近
世初期の元来のやり方を推定・復元する。  
術技的に検証して具体的に示すため、文献の
叙述と照応させて復元した形の演武の分解
写真を掲載する。 
（４）流派剣術に通底する修練法と思想研究 
 上記で明確になった形のやり方を基にし
ながら、柳生宗矩『兵法家伝書』、柳生兵庫
助『始終不捨書』など、流派の理論書の内容
を問題にする。また宮本武蔵『五輪書』など、
同時期の理論書も合わせて問題にする。 
（５）流派剣術と撃剣導入による変容の研究 
 一刀流の元来の形のやり方を踏まえた上
で、小野宗家が撃剣を導入した中西派に警告
を与えた内容を問題にする。撃剣の導入・展
開によって、一刀流伝来の形がいかに変容し
たのかを、千葉周作の北辰一刀流の伝書や、
山岡鉄舟の一刀正伝無刀流の形のやり方と
比較して考察する。 
（６）近代剣道への流派剣術の影響の解明 
 北辰一刀流や一刀正伝無刀流の展開に注
目しながら、近代剣道の成立過程を研究する。
近代剣道には流派剣術の伝統がどのように
影響したのかを問題にする。 
（７）日本の武道文化の成立基盤の研究 
 上記の研究成果を踏まえた上で、剣術を主
として日本の武道全体が近世から近代、現代



 

 

までいかに展開したのかの歴史を概観する
とともに、中国武術や近代スポーツとの比較
文化論の視座を持って、改めて日本の武道文
化の成立基盤の根本性格を明らかにする。 
 
４．研究成果 
本研究は、江戸時代の武道文化の形成・展
開に主導的な役割を果たした新陰流と一刀
流剣術を中心に、元来の形の仕様とその思想
を明らかにすることを通して、日本の武道文
化の成立基盤を解明することを目指した。以
下、７つの観点からまとめる。 
（１）新陰流・一刀流の調査と資料収集 
陰流；三重県南伊勢町、新陰流；群馬県上
泉、米沢市上泉家、奈良県柳生町、名古屋市
柳生家、一刀流：金沢市小野家文書、無刀流；
狭山市石田文庫を調査し、主要な資料をほぼ
収集することができた。金沢では村上康正氏
より一刀流小野家の伝書の影印本８冊と山
岡鉄舟書写の影印本３冊の寄贈を受けた。 
（２）流派形成と社会への定着の過程の研究 
 上記の調査によって、陰流の愛洲移香斎の
最新の研究状況を整理でき、上泉信綱研究で
は通説を大幅に書き換えるとともに、上泉に
おいて時代に先んじて近世剣術の基本的な
考え方が確立していたことが確認できた。 
（３）新陰流・一刀流の形の研究 
①新陰流では 18世紀初頭までに勢法の仕様
を叙述した６つの古文献を照合し、勢法すべ
ての実際のやり方を推定・復元し、典拠の叙
述の分節・照応させた演武の分解写真を掲載
した論文を作成した。また「砕き」と言われ
る勢法の応用・吟味の仕方を、上述の勢法と
ともに３文献に基づき当時の稽古のあり様
を解明した。 
②一刀流の伝承術技を踏まえながら、１８
世紀前後の小野家伝書と津軽伝書の叙述か
ら、「表五〇本」の形の元来の仕様を推定・
復元するとともに、これが「五点」の砕きか
ら展開した仕方も推定した 
（４）流派剣術に通底する修練法と思想研究 
 新陰流、一刀流、二天一流のそれぞれの流
派の形成と展開過程と各流派の形の研究、相
互の関係などを考察するとともに、近世社会
の形成期の社会状況の中で武士の教育とし
て流派剣術が取り入れられ、武芸者も理論化
と教習体系を整備していったことを論じた。 
17 世紀までは形は流派の基本的な原理に

基づき構成されるが、実戦的に変化させ有効
性を吟味して稽古するとともに、敵の太刀の
下に進みその一本でいく武士の覚悟を養成
することが目指されていたことが明らかに
なった。 
（５）流派剣術と撃剣導入による変容の研究 
18 世紀後期、下級武士や境界身分層を中心
に竹刀で打ち合う撃剣が広まってくる中で、
一刀流でも撃剣を受容した派が現れたが、宗

家は流派の元来の形を崩さぬよう警告した。   
新陰流では撃剣は問題にされなかったが、

尾張柳生家では 19 世紀初期に流派本来の勢
法とその砕きの勢法が制定され再編成され
て今日に伝わる。 
（６）流派剣術の近代剣道への影響の解明 
 19 世紀初期から撃剣が剣術の主流になり、
打ち合う技法に変化したが、伝来の形も稽古
され武士の覚悟が強調された。19 世紀末期か
ら 20 世紀初期にかけて段階的に近代化され
て成立した近代剣道は、撃剣による打ち合う
競技となったが、流派的な形を残し剣の精神
を理念として掲げている。 
（７）日本の武道文化の成立基盤 
 ①時代背景・社会的な基盤：16 世紀末、銃
火器を使った大集団での合戦に変化する中
で、個々の武士の独立不羈の精神を刀に象徴
的に見出し、二人の形での稽古法の固定する
中で、流派剣術が形成された。戦国を凍結し、
身分制を固定化して刀が武士の身分的表徴
とされる中で、集団軍事訓練が幕府に警戒さ
れる中で個々の武士の戦士としての自覚を
養成するものとして、流派剣術が社会的にも
導入され広がっていった。 
②日本の独自な武術から文化への変容：武

術の実戦性よりも精神性を強調する。生涯に
わたる修行法の確立。背景としては、宗教的
な真理観の世俗化の流れの上に、社会に正統
イデオロギーがなく、武士社会で武術の持つ
意味が高い、武士教育としての武術鍛錬、知
識人の積極的な関与、御伽衆などで武術者の
知識人との交流、武術の意味・思想の追求、
江戸初期の社会の形成期の流動性、旧時代の
武将の独立の気概、戦士としての自覚、いざ
という時の覚悟、合戦での荒くれた武士の精
神の陶冶・馴致、殺人刀から活人剣へ、武力
を文化的に懐柔、自制の美学、武装した上で
の自重、社会の中でノブレス・オブリージュ
の意識があり。社会を領導する支配層。個の
独立と誇りがあった。 
③流派の形成・展開：流派の独自の原理を

示し、何段階かの形を制定して目録・免許を
作って教習体系を整備し、技法と思想的な意
味の両面で理論化も進められたが、元来は形
も変化応用させて有効性が吟味されて実戦
性も備えていたが、次第に武士の覚悟の養成
の面が強かった。これは江戸後期の撃剣の展
開期にも理念的に強調されていた。 
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